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特

選柳

谷

隼

三
厩
小
五
年

準
特
選木

村

和

大
泊
小
三
年

田

中

嵩

史

開
智
小
一
年

船

橋

浩

介

東
小
一
年

佳

作豊

島

健

史

浦
田
小
一
年

馬

澤

康

毅

小
湊
小
一
年

新

松

成

美

城
ケ
沢
小
一
年

木

下

卓

麻

九
艘
泊
小
一
年

船

橋

麻

美

東
小
一
年

山

田

沙

紀

開
智
小
一
年

坂

井

友

美

川
内
小
一
年

木

戸

夏

海

田
名
部
小
一
年

山

田

晃

大

開
智
小
二
年

牧

野

光

晟

油
川
小
二
年

吉

田

幸

憲

大
泊
小
三
年

工

藤

将

悟

後
潟
小
三
年

船

橋

智

典

東
小
四
年

内

木

俊

一

三
厩
小
五
年

成

田

龍

一

油
川
小
五
年

大

丸

夏

希

野
辺
地
小
五
年

�
�

�

特

選内

藤

麻

以

田
名
部
中
二
年

準
特
選浜

中

恵

利

田
名
部
中
二
年

佳

作宮

本

慶

太

田
名
部
中
二
年

宮

野

泰

樹

田
名
部
中
二
年

�
�

�

特

選川

口

美

帆

大
湊
小
四
年

準
特
選太

田

裕

介

小
湊
小
二
年

工

藤

綾

乃

小
湊
小
五
年

佳

作工

藤

渚

土
屋
小
一
年

船

橋

侑

人

東
小
一
年

阿

部

織

奈

三
厩
小
二
年

舘

田

開

油
川
小
二
年

赤

平

正

樹

造
道
小
二
年

沢

口

真

央

第
二
川
内
小
二
年

松

山

宗

高

平
舘
小
三
年

川

崎

泉

南
部
小
三
年

奥

谷

恵

美

苫
生
小
三
年

加

藤

光

東
田
沢
小
四
年

宮

川

洋

輝

大
湊
小
四
年

俵

谷

由
佳
梨

三
厩
小
五
年

山

口

優

香

後
潟
小
五
年

浜

辺

詩

織

南
部
小
五
年

坂

本

美
耶
子

第
三
田
名
部
小
五
年

蛭

名

郁

弥

桧
川
小
五
年

張

山

詩

穂

蟹
田
小
六
年

三

浦

貴

史

油
川
小
六
年

村

山

和

大
湊
小
六
年

三

河

知

世

大
平
小
六
年

�
�

�

特

選浜

中

恵

利

田
名
部
中
二
年

準
特
選細

谷

桃

子

蓬
田
中
一
年

飯

田

圭

子

北
中
一
年

佳

作大

山

尭

川
内
中
一
年

高

野

智

也

川
内
中
一
年

片

岡

美

絵

川
内
中
一
年

山

口

烈

脇
野
沢
中
一
年

柳

谷

好

美

蟹
田
中
二
年

柳

谷

太

紀

大
平
中
二
年

佐
々
木

静

華

田
名
部
中
二
年

畑

中

忍

田
名
部
中
二
年

柿

崎

舞

蓬
田
中
三
年

蛯

名

香
奈
子

野
辺
地
中
三
年

横

浜

聡

野
辺
地
中
三
年

佐
々
木

幸

夏

脇
野
沢
中
三
年

特

選工

藤

奈
津
美

三
厩
小
五
年

｢

森
と
海
と
私
達｣

準
特
選川

口

千

鶴

苫
生
小
五
年

｢

海
を
大
切
に｣

船

橋

明

美

東
小
五
年

｢

き
れ
い
な
海
に｣

佳

作二
ツ
森

彩

香

野
辺
地
小
五
年

｢

海
を
大
切
に｣

柳

沢

紗
亜
耶

第
三
田
名
部
三
年

｢

海
が
き
れ
い
に
な
る
ま
で｣

山

本

薫

乃

小
湊
小
三
年

｢

海
の
水
は
い
の
ち
の
水｣

森

礼

佳

苫
生
小
五
年

｢

海
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に｣

杉

浦

弓

美

脇
野
沢
中
一
年

｢

海
は
ゴ
ミ
箱
じ
ゃ
な
い｣

特

選
つ
く
ろ
う
よ

み
ん
な
で
き
れ
い
な

森
と
海蛸

島
か
な
え

脇
野
沢
中
三
年

準
特
選

美
し
い
む
つ
湾
見
つ
め
て
深
呼
吸

工
藤

紗
紀

第
一
川
内
小
五
年

き
れ
い
な
海

き
れ
い
な
心

つ
く
り
ま
す

佐
々
木
智
子

角
違
中
三
年

海
だ
っ
て

人
間
み
た
い
に

生
き
て
い
る

野
坂
里
々
子

横
浜
小
三
年

ぼ
く
た
ち
は

い
つ
で
も
海
の

友
だ
ち
だ

木
村

功
一

奥
内
小
四
年

海
の
未
来

一
人
一
人
の

心
が
け

菊
池

佳
織

有
畑
小
六
年

守
ろ
う
よ

海
の
命
を

あ
な
た
の
手
で

横
谷

淳
子

大
平
中
三
年

よ
ご
さ
な
い
で

す
ご
く
大
事
な

海
の
中石

橋

正
彦

大
湊
小
四
年

海
岸
の
空
き
缶
一
つ
見
の
が
す
な

花
松
千
由
美

第
三
田
名
部
小
五
年

守
っ
て
ね
海
の
中
に
は
ぼ
く
達
が

越
田

章
吾

大
平
小
六
年

君
か
ら
の
愛
に
こ
た
え
る
青
い
海

外
崎

智
穂

脇
野
沢
中
三
年

ゴ
ミ
を
捨
て
た

あ
な
た

未
来
の
海
を
考
え
て

塩
越

美
妃

東
小
六
年

青
い
海

空
も
青
く

か
が
や
い
て

佐
々
木
智
代

第
二
川
内
小
四
年

さ
か
な
か
ら
の
お
ね
が
い

海
に
ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で

新
堂

夏
希

金
谷
沢
小
二
年

き
れ
い
な
う
み
で

い
っ
し
ょ
に

お
よ
ぐ

ぼ
く
と
さ
か
な

佐
々
木
雄
都

苫
生
小
一
年
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ど
こ
ま
で
も
青
い
空
。
白
い
雲
が
、
優
し
く
浮

か
ん
で
い
る
。
海
は
、
透
き
と
お
っ
た
コ
バ
ル
ト

グ
リ
ー
ン
。
沖
に
行
く
に
し
た
が
っ
て
、
青
が
だ

ん
だ
ん
深
く
な
っ
て
い
く
。
波
打
ち
際
は
白
く
泡

だ
ち
、
寄
せ
る
波
の
音
が
耳
に
心
地
良
い
。
沖
に

浮
か
ぶ
船
は
太
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
受
け
て
、
き
ら

き
ら
輝
い
て
い
る
。

こ
こ
は
津
軽
半
島
龍
飛
岬
、
私
が
生
ま
れ
育
っ

た
漁
業
の
村
。
そ
し
て
観
光
の
村
。

毎
年
観
光
シ
ー
ズ
ン
前
に
海
岸
の
清
掃
の
ほ
う

仕
活
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
会
、
婦
人
会
、

地
区
会
等
た
く
さ
ん
の
村
民
が
協
力
し
て
自
分
た

ち
の
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
朝
早
く
か
ら
集
ま

り
ま
す
。
大
好
き
な
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
せ
っ

せ
っ
と
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
い
ま
す
。
拾
っ
て
も
拾
っ
て

も
心
な
い
観
光
客
の
人
達
が
年
々
増
え
続
け
る
た

め
海
岸
は
い
っ
こ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
こ
で
育
っ
た
私
達
に
も
原
因
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
家
庭
で
使
わ
れ
た
洗
濯

水
や
汚
れ
こ
れ
ら
は
す
べ
て
海
に
流
さ
れ
て
い
ま

す
。｢

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
。｣

と
私
は
毎
年

清
掃
活
動
す
る
た
び
に
考
え
ま
す
。

海
は
父
や
母
達
の
働
く
場
で
あ
り
私
達
子
ど
も

に
と
っ
て
も
遊
び
場
で
お
年
寄
達
に
は
い
こ
い
の

場
で
あ
り
ま
す
。
海
を
一
番
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

私
達
こ
そ
が
今
、
真
剣
に
海
を
守
る
と
言
う
事
を

考
え
る
時
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

祖
母
は
よ
く
昔
の
事
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

｢

昔
だ
っ
き
ゃ
、
村
中
足
の
つ
ぎ
所
も
な
い
く
ら

い
イ
カ
が
と
れ
だ
し
、
木
箱
に
入
り
き
ら
ね
よ

う
平
目
が
一
日
に
何
十
枚
も
と
れ
だ
、
ば
っ
ち
ゃ

ん
よ
り
大
き
い
お
ひ
ょ
う
だ
な
ん
て
め
ず
ら
し

ぐ
な
が
っ
た
ん
だ
よ
。｣

と
昔
を
思
い
出
し
生
き
生
き
話
し
て
く
れ
ま
す
。

最
近
で
は
魚
は
も
ち
ろ
ん
磯
も
の
も
減
少
し
の
り

や
ふ
の
り
も
貴
重
品
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
話
を
聞
く
と
私
は
海
が
悪
い
変
化
を
始
め
て

い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

あ
る
時
、
海
と
森
の
関
係
と
い
う
話
を
本
で
読

み
ま
し
た
。
そ
の
本
に
は

海
の
生
物
は
鉄
分
が

な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
。
そ
の
鉄
分
は
山
か
ら

流
れ
て
く
る
。
鉄
分
を
水
に
溶
か
す
に
は
広
葉
樹

の
落
ち
葉
が
作
る
腐
葉
土
が
必
要
だ
。
腐
葉
土
が

雨
を
吸
収
し
て
鉄
分
を
水
に
溶
か
す
役
割
を
果
た

す
。
だ
か
ら
山
と
海
は
恋
人
関
係
に
あ
る
の
だ

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
三
厩
村
で
も
毎
年
植
樹
祭
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
は
そ
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

｢

そ
う
か
、
海
を
守
る
た
め
に
も
山
を
守
る
事
が

必
要
な
ん
だ
。
だ
か
ら
み
ん
な
で
山
に
木
を
植
え

る
ん
だ
な
。｣

と
思
い
ま
し
た
。
海
と
森
の
間
に

は
人
間
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
全

部
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
自
然
を

豊
か
に
す
る
の
も
ほ
ろ
ぼ
す
の
も
私
達
人
間
し
だ

い
だ
と
思
い
ま
す
。

父
は
よ
く
兄
に

｢

こ
れ
か
ら
の
漁
業
は
と
る
だ
け
で
な
く
育
て
増

や
す
漁
業
が
必
要
だ
。｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

危
な
い
予
測
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
現
代
。
今
、
私

達
に
出
来
る
事
を
一
つ
一
つ
せ
い
い
っ
ぱ
い
し
て
、

今
の
か
ん
き
ょ
う
を
ず
っ
と
守
り
、
自
然
の
す
べ

て
が
快
適
で
あ
る
事
を
二
十
一
世
紀
へ
つ
な
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
校
庭
の
下
に
は
コ
バ
ル
ト
グ
リ
ー
ン
の

海
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

教
室
の
ま
ど
か
ら
潮
の
香
り
の
す
る
風
が
心
地

良
く
吹
き
こ
み
ま
す
。
そ
し
て
、
今
日
も
沖
で
は

た
く
さ
ん
の
船
が
漁
を
し
て
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
私
達
の
宝

｢

海｣

ず
っ
と
輝

い
て
い
て
ほ
し
い
。
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